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たくさんの思い出ができた夏休み

子どもたちに夏休みにがんばったことや、思い出に残っていることなどを聞い

てみました。学習では、夏休みの宿題や１学期の復習、水泳や自主学習など、生

活では、犬の散歩や手伝いなど一人ひとりが夏休みにがんばったことをたくさん

教えてくれました。また、こんな夏休みだったという思い出では、おうちの人や

友達、親戚の人などたくさんの人と、学校では経験できないことを経験してきた

ことがわかりました。そして、子どもたちにとって多くの思い出ができた夏休み

だったこともわかりました。

始業式では、各学年の代表の人が、大きな声で

元気に、夏休みの思い出と２学期の目標を発表し

てくれました。代表の人だけでなく全員の子ども

たちが、夏休みには多くの経験をし、多くのこと

を学んで、元気に登校して来たことがわかりまし

た。保護者の皆様のご協力のおかげで有意義な夏

休みが過ごせ、２学期が迎えられたことに感謝い

たします。夏休みの経験が２学期に活きていくこ

とを期待しています。

赤麻大運動会まで、あと８日！！

子どもたちが待ちに待った「赤麻大運動会」。９月２８日（土）の本番に向け

て、いよいよ追込みの時期に入ってきました。

この赤麻大運動会は、「赤麻小学校運動会」と「赤麻地区民体育祭」を合同で

行うすばらしい行事です。赤麻地区の地域の皆様との合同の運動会は今年で５回

目の実施となります。本校にとっても、赤麻地区にとっても最大級の規模の行事

となっています。

なお、運動会の実施にあたって、栃木市藤岡地区体育協会赤麻支部の役員の皆

様、自治会長の皆様には、何度も会議を行い詳細を話し合っていただくなどお骨

折りをおかけしています。多くの方々の支援により実施されるこの大運動会が、

本校の児童だけでなく、赤麻地区全ての住民の皆様にとって、思い出に残る楽し

い運動会となることを念願いたします。どうぞ、よろしくお願いいたします。

特に、本年度も開閉会式には、保護者の皆様や各地区の役員・選手全員が参加

ということになりました。紅白に分かれて、児童の外側に並んでいただき、入場

行進からご参加ください（赤組は１区～４区、白組は５区～７区です。お子さん

の色ではなく、区の色でお願いします。）。また、全員参加で行う日光和楽踊りや

○×クイズに参加していただければと思います。ご協力をよろしくお願いします。



☆☆保護者の皆様へのお願い☆☆
運動会の練習及び当日の心構えとして、次のようなことを子どもたちにがんば

って欲しいと思っています。

①何ごとも諦めずに、力いっぱい最後まで頑張ろう。

②協力したり、心を一つに合わせたり、応援したりして友だちと仲良くしよう。

③自分の役割や責任を果たそう。

お陰様で、子どもたちは、連日熱心に練習に取り組んでいます。当日は、この

ようなすばらしい子どもたちの、直向きな姿をご披露できることと確信しており

ます。

なお、運動会ですから、１着でゴールする子もいれば、健闘むなしく最後尾で

ゴールする子もいます。運動能力には個人差があります。また、レース途中で転

倒してしまい、悔し涙を流しながら走る姿を見なければならないかもしれません。

保護者の皆様には、自分の子どもは「何番だったかな？」ということだけに一喜

一憂するのではなく、「最後まで、力一杯走り切れたかな？」という視点で参観

していただきたいと思います。

競技以外でも、裏方としての係活動への取組、一生懸命に応援する姿など、活

躍の場面がたくさん見られることと思います。このようなすばらしい子どもたち

の姿に、惜しみない応援をよろしくお願いいたします。

秋の交通安全県民総ぐるみ運動
実施期間：９月２１日（土）～９月３０日（月）

広く県民一人ひとりに交通安全思想の普及、浸透を図り、

交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けて、

交通事故防止の徹底を図ることを目的として実施されます。

【全国重点】
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防

止（反射材用品の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し

い着用の徹底

③飲酒運転の根絶

【栃木県重点】 ※３Ｓ（スリーエス）とは？

④「子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動」の推進 → ＳＥＥ（見る）、

ＳＬＯＷ（減速する）、

ＳＴＯＰ（止まる）の頭文字です。

藤岡地区でもこの運動を受けて、街頭指導や広報車による広報、交通安全教室

の開催や自転車総点検などさまざまな取り組みが行われます。

本校でも２４日（火）から、立哨指導や交通安全についての指導を行います。

事故なく過ごせますようご協力をよろしくお願いします。特に、

自転車に乗るときは、必ずヘルメットをかぶりましょう。


